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社団法人 日本教材備品協会 （ジェマ）

新年明けましておめでとうございます。

　会員の皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えになられたことと拝察いたします。
　本年は当会が社団法人の認可を受けて、公益法人設立10 周年を迎えることができました。これもひとえに会員の皆様方のご支
援ご協力の賜物と衷心より厚くお礼申し上げます。今後は設立の理念を忘れることなく教育業界の発展に向けて努めてまいりたいと
考えております。
　一昨年の教育基本法の施行を受けて、教育関連法案が改正され、また、新しい学習指導要領も今春には告示される予定であり、
今年度は新しい教育制度に基づく教育改革がスタートする年であると考えております。
　当協会は、文部科学省より受託した「新教育システム開発プログラム」に提案の「教材整備の仕組みの構築」2 年次事業に取
り組んでおり、昨年末には当該事業の研究調査協力校による教材・教具の活用実践事例発表会を全国４地域で開催し、多くの教
育関係者の皆様にその成果を広く披露させていただく機会を得ることができました。
また、調査研究（A調査）｢教材の必要性と効果に関する調査｣においても教材を活用することにより児童生徒の学習意欲や学習
に対する集中度が上がり、学習効果につながるということが参加された研究協力校様から発表され、改めて教材活用の効果を認識
させられたしだいです。
今年度はこの２年間の研究の成果を踏まえ教材整備のための指針としてまとめ、提案をしていく所存です。本研究成果が今後の
教材整備計画に反映され、更に需要の創造につながるものと期待しております。
　また、教材教具の安全と安心に関する文部科学省の委託事業の「児童生徒の現代的健康課題に関する調査研究委託事業」
については「教材教具の化学物質の放散量調査事業」として3年目となり、現在、研究調査をすすめているところであり、これも今
年度報告としてまとめていく予定です。安全安心な教材・教具を先生や子供たち提供していくためにも、今後も「JEMA 安全基準」
の普及に努めてまいります。

　本会は公益性の高い法人を目指し教育業界のみに限らず広く社会に貢献しその責任を果たしてまいりたいと考え、今後の10 年
に向けて歩んでまいります。
この一年の会員各位のご活躍を祈念するとともに、引き続きまして皆様からのご支援ご協力をお願いし新年の挨拶といたします。

会　長　　大江　正之

年頭あいさつ
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年 頭 の あ い さ つ

文部科学省　初等中等教育局長

金森　越哉

新年明けましておめでとうございます。

　社団法人日本教材備品協会におかれましては、
平素より初等中等教育の振興に多大なるご尽力
をいただいておりますことに、厚く御礼申し上げ
ます。
　言うまでもありませんが、すべての国民に一定
水準以上の教育を保障することは、義務教育の根
幹であり、その土台として確固とした教育条件を
整備することはとても重要なことです。
　しかしながら、私どもの調査によりますと、公
立小・中学校における教材費の17 年度決算額は
約580 億円で地方交付税算定の基礎である基準
財政需要額約790億円の約73％、設置者別に見る
と、基準財政需要額を上回っている市町村数は 
307（13%）で、下回っている市町村数は2134（87％）
となっており、必ずしも十分な措置がなされてい
るとは言えません。
　無論、厳しい地方財政が影響していることは
間違いありませんが、教材費が地方において十分
に予算化されないのは、設置者である各市町村
教育委員会や学校に対する周知不足も要因の一
つと考えられることから、文部科学省では、通知
やメールマガジンによる周知を行うほか、各種会
議、研修会等においても教材費の確保について促
しているところです。
　また、貴協会におかれましても、昨年度から引
き続き当省の公募事業に応募いただき、今後の教

材整備のあり方について総合的・実証的に調査
いただいているところです。
　当省といたしましては、教材整備に精通されて
おります貴協会の調査に大変期待をしていると
ころです。
　一方、地方財政要望につきましては、例年にも
増して財政当局との厳しい折衝が行われました
が、平成20年度におきましては要望額どおり、約
790 億円の地方交付税措置を確保することが出来
ました。これもひとえに皆様方のご支援あっての
賜と感謝いたしております。

　今後、貴協会がますますのご躍進をされますこ
とを心からお祈り申し上げまして、簡単ではござ
いますが私からの年頭の挨拶とさせていただき
ます。
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衆議院議員　法務大臣　協会前顧問

鳩山　邦夫

明けましておめでとうございます。

　昨年度は経済の面では戦後最長の景気拡大が
続いている中で、後半は原油価格の高騰などによ
る国民生活への圧迫が危惧され、景気変動への不
安感を持たれるかたも多かったのではないかと
思います。また、教育面では教育基本法の施行を
受けて教育関連法案が改正されるなど教育改革
が緒に就いたところであり、今年度は新しい学習
指導要領が告示されることもあり、本格的な教育
改革への取り組みが各地域で始まるものと期待
しております。
　一方、地方自治体の財政は相変わらず大変苦し
く、教材整備等もままならない状況が続いている
のが現状で、教育業界の厳しさは今後も続くもの
と感じております。
　また、親殺しや子殺しなど悲しい事件が相次
ぎ、殺伐な世相を反映したともいえます。教育の
大切さを実感させられる年でもありました。
　社団法人日本教材備品協会は、本年、公益法人
発足から10 年を迎えられました。これも会員の
皆様の努力の結集の賜物と心よりお祝い申し上
げる次第でございます。
また、文部科学省より受託した｢新教育システム
開発プログラム｣の「教材整備の仕組みの構築」
事業の2年次事業に取り組まれておられるところ
であり、この2年間の研究の成果が今後の学校教
材の整備に向けて具体的な指針として反映され、
提言されることが期待されます。

　私、鳩山邦夫は情緒豊かで和を尊ぶ我が国固有
の文明を守っていくために永年の主張でありま
す「自然との共生」を今後も主張してまいります
ので、会員の皆様のご理解とご支援をお願い申し
上げます。

　最後になりましたが、貴協会のますますのご発
展と、会員の皆様にとって素晴らしき年でありま
すことを祈念して新年の挨拶といたします。

年 頭 の あ い さ つ
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恭賀新年

JEMA役員の年頭あいさつ

会員皆様にとりまして佳き一年となりますことをお祈り申し上げます。
変革期の学校業界が益々発展していくために会員の皆様と着実に前進していきましょう。
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都府県会長年頭のあいさつ〔1〕

埼　玉
新年あけまして、おめでとうございます。
未来に向かって、最善の努力を。

会長　小山　眞治
㈱小山日進堂
所沢市泉町1856−1
☎04−2923−0271

群　馬
新年おめでとうございます。
協会活動の成果が表に出る年に
明るい年となりますように!

会長　島田　和久
㈱島田教材社
高崎市飯塚町438
☎027−362−1531

栃　木
謹賀新年。　
報告連絡相談。原点に帰って結束を計
りましょう。

会長　湯澤　一彦
㈱鹿沼教材社
鹿沼市貝島町573−8
☎0289−64−5111

秋　田
業界をリードするJEMAの実力は会員の
総力根源から。今年も情報を密に頑張り
ましょう。一般財源から補助金へ。

会長　木村　和一
㈲榊田分店
大仙市大曲栄町10−27
☎0187−62−4400

岩　手
先ずは組織の充実、「基礎から」
メーカー加入促進を、JEMA会員が安心
して活動出来るJEMAにしたい。

会長　千田　二男
㈲水沢教材社
奥州市水沢区姉体町字車堂118
☎0197−28−1211

山　形
教材予算の増額運動を重点目標に総会
で決議!!会員からの安全、安心教材を購
入される様に現場に全員でピーアール。

会長　鈴木　秀雄
㈲盛文堂
山形市六日町8−24
☎023−622−2274

宮　城
そもそも、無から始まるのが営業ということ
ならば、今こそ初心にかえった活動を展開
したいものです。

会長　佐藤　勝利
㈱北文社
仙台市太白区西中田6−4−40
☎022−241−2111

福　島
良い仕事が良い仕事を重ねて、より発展
します。JEMA会員が良い仕事で結ばれ
発展しますよう!

会長　水野　武和
㈲水野教材社
須賀川市大黒町211
☎0248−76−4177

青　森
新年おめでとうございます。
ことしもみんなで力を合わせ、商いの道に
そむかず、ひたすら走り乍ら考えよう。

会長　下斗米　榮三
㈱ふじや
八戸市北白山台2−2−6
☎0178−27−6252

茨　城
謹賀新年。
教育業界の活性化のために、皆で協力し
ていこう。

会長　鴻野 忠
アサヒ
稲敷市江戸崎甲2724
☎0298−92−2908
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都府県協会会長年頭のあいさつ〔2〕

三　重
あけましておめでとうございます。
JEMAの発展と支部会員の発展をお祈り
申し上げます。

会長　坂井　昭
㈲ケルビン
四日市市大井手1−4−27
☎059−359−4080

京　都
謹賀新年。
子のごとくこつこつと地道な努力で課題
克服を!

会長　西村　太嗣
西村　新商店
京都市中京区壬生馬場町15−5
☎075−841−2106

岐　阜
新年おめでとうございます。岐阜県では「平成
の大合併」からまだまもなく、行政のスリム化が
進行中です。教材備品予算には厳しいところ
がありますが、ＪＥＭＡの「新教育システム開発
プログラム」を参考に県協会を盛りあげます。

会長　光岡　光則
㈲TESミツオカ
恵那市長島町永田483−9
☎0573−25−3075

新　潟
学校が教材整備の要求をし、教委が予
算措置をしてくれるように各会員が要請
行動をしよう!

会長　太刀川　善之助
㈱平野屋
長岡市水道町3−6−2
☎0258−33−0626

愛　知
明けましておめでとうございます。
今年こそ更なる業界の結束を！

会長　山名　敬一
㈲大和
稲沢市国府宮3−13−6
☎0587−32−6972

長　野
安心、安全な教材備品のPRを営業活動
に!!

会長　小池　勝徳
㈲池上教販
茅野市宮川字北平11284−6
☎0266−72−4396

神奈川
教育現場が変化する中で、業界もかわ
る。平成20 年をすばらしい年にするため
に、協会とともに1つ1つ積み重ねていき
たいと思います。

会長　宮台　俊郎
㈱ミヤダイ中央社
海老名市今里町307
☎0462−31−0928

静　岡
新年明けましておめでとうございます。
支部の再生を図り、良い年になりますよう
お祈り致します。

会長　宮村　静
㈱ミヤムラ
島田市湯日28−1
☎0547−38−0259

東　京
JEMAは教材整備の仕組みの構築と、
化学物質放散について活動をしていま
す。我 も々業界発展のために協力しよう。

会長　小笠原　暢成
㈱小笠原
八王子市子安町2−12−1
☎0426−46−1101

千　葉
新年おめでとうございます。
今年も新教育システム開発プログラムを
活用して教材予算アップを計りましょう。

会長　白石　健二
㈲しらいし
君津市中野1−22−1
☎0439−52−0157
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都府県協会会長年頭のあいさつ〔3〕
奈　良

明けましておめでとうございます。
今年はJEMA及びJEMA会員様のご発
展をお祈り申し上げます。

会長　岡田　泰和
ユニバーサル
奈良市三条大路3−1−48
☎0742−33−5718

兵　庫
頌春。
大きな視野で「新教育システム開発プロ
グラム」を育み、眠れる需要を掘り起こし、
一致団結向上を。

会長　長田　秀人
トップマンナガタ教材㈱
姫路市飾磨区阿成1−7
☎0792−23−0225

高　知
教材販売店に後継者が育っていない。
メーカーの生き残りは販売店と共にでなく
ては発展はない。今期1メーカー復帰と
聞く。さらに努力してほしい。

会長　中越　忠男
㈱伸光堂
高知市神田638−24
☎088−834−3434

熊　本
新年おめでとうございます。
JEMA組織の発展、県支部の活性化を
図り、汗を流して頑張りましょう。

会長　吉武 卓哉
メディア㈱
八代市西松江城町11−27 メディアビル
☎0965−33−4837

広　島
教材の効果的な活用方法をさらに広め新
たなニーズを喚起する活動を、会員一丸
となって推進して参りましょう！

会長　小川　悦朗
㈱小川晩成堂
広島市中区白島中町16−12
☎082−221−4777

愛　媛
謹賀新年。
地方交付金制度の改革が、教材整備に
影響しております。教材整備・措置額の
PR・消化の向上に努めます。

会長　嶋田　昇
㈱シマダジムキ
松山市山越6−16−18
☎089−924−6372

長　崎
今年も我々の教材業界は厳しくなりそうで
す。知恵と努力では限界があり、JEMA
本部に期待し、夢のある業界へ。

会長　小淵　孝
㈱コブチ
長崎市田中町583−4（長崎卸センター内）
☎095−837−8407

宮　崎
謹賀新年。
提案型営業の徹底で教材予算の獲得
を!!市場は自ら創り確実に刈り取ろう!!

会長　上杉　兼祺
㈱学教
宮崎市大字小松字受別府218−2
☎0985−62−4808

鹿児島
謹賀新年。
教育プログラムシステムを参考に、提案
型営業で予算を獲得しよう!

会長　坂下　英則
㈲きむらや
日置郡伊集院町下谷口1901
☎099−273−3251



平成 20 年 1 月10 日社　団　法　人　　日　本　教　材　備　品　協　会（8） 第 56 号

JEMA  VoL.56号
（ジェマ　ニュース）

発行日　平成20年1月10日
発行人　社団法人 日本教材備品協会

〠 160-0012　東京都新宿区南元町23番地 公立共済四谷ビル4階
☎ （03）5919-2055　FAX （03）3341-0266

平成20年度スケジュール
平成20年度定時総会は5月21日(水)開催決定！

＝県協会会長会も同日開催＝

＜編集後記＞
　子年は 12 支のスタートの年だそうですが、私たちもよ
いスタートを切っていい年にしていきたいものです。
そして、今年は年をあらわす漢字が「偽」ではなく「真」

になることを祈念しています。
会員の皆様の益々のご発展をお祈り申し上げます。

（注）1.　日・曜日があるのは確定。　　　　2.　委員会は随時開催。

開催時期 行事名 場所 備考

平成20年
1月7日（月）

仕事始め
文部科学省新年挨拶

3月5日 平成19年度（第40回）第4回理事会 公立共済四谷ビル 理事

3月 平成19年度
委託事業報告書文部科学省提出

4月 平成20年度第1回各委員会開催 公立共済四谷ビル 各委員

5月21日（水） 平成20年度（第11回）定時総会
　　〃　　　会長会

アルカディア市ヶ谷
（私学会館）

会員
県会長

6月 平成20年度第1回（第41回）理事会
県教材備品協会総会スタート

公立共済四谷ビル
各県

理事
会員

7月 県教材備品協会総会
地方自治体への要望活動スタート

各県
〃

会員
〃

8月
毒劇物資格試験取得講習会
地方自治体への要望活動
県教材備品協会総会

東京
各県
〃

会員
〃
〃

9月
平成20年度第2回（第42回）理事会
地方自治体への要望活動
県教材備品協会総会

公立共済四谷ビル
各県
〃

理事
会員
〃

10月
中央省庁への要望活動
地方自治体への要望活動
県教材備品協会総会

文部科学省・総務省
各県
〃

三役
会員
〃

11月 地方自治体への要望活動
県教材備品協会総会

各県
〃

会員
〃

12月

平成20年度第3回（第43回）理事会
平成20年度製造会員会議
地方自治体への要望活動
県教材備品協会総会

公立共済四谷ビル
〃

各県
〃

理事
製造会員

会員
〃


